
ケヤキ並木のイルミネーション点灯式 　
後三年合戦金沢柵公開講座  ～16日、市役所南庁舎
ウオーキングデー　9：00～、かまくら館サンルーム集合
第46回衆議院議員総選挙投票日
ちびっこわくわくフェスティバル　10：00～、Ｙ2ぷらざ
よこいち。『写真と街づくり』　10：00～、よこてイースト
秋田盆踊りサミットin増田　正午～、増田ふれあいプラザ
　急 平鹿総合病院（浅野医師、高橋医師）　32-5124
　急 小田嶋まさる内科（横手）　38-8951
　児 平鹿総合病院（石橋医師）　32-5124

　行 雄物川保健センター　10：00～12：00
　法 増田地区多目的研修センター
　　 　10：00～12：00、社協・増田福祉センター　45-4848
　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）

　法 横手地域局　13：00～15：00、市くらしの相談課　35-4099
　心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
　心 横手地域局

平鹿創作館まつり　10：00～、詳しくは12ページ
地域づくり講演会『秋田はみんな元気ムラ』
　　13：30～、市役所南庁舎
横手西中学校閉校式典　14：30～、同校体育館
　法 大森コミュニティセンター
　　 　10：00～12：00、社協・大森福祉センター　26-3274
　心 十文字町幸福会館
槻の木光のファンタジー点灯式　

　急 市立横手病院（松元医師）　32-5001
　急 澤口内科医院（横手）　56-6060
　児 平鹿総合病院（岡田医師）　32-5124
　急 山﨑医院分院（平鹿）　24-1181

　心 増田地区多目的研修センター

　人 市役所南庁舎　9：00～12：00／13：00～16：00
　心 雄物川コミュニティセンター
　心 大森コミュニティセンター

　法 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）
　　 　10：00～12：00、社協・山内福祉センター　53-3009
　心 社協・大雄福祉センター（ふれあい館）

　急 市立大森病院　26-2141
　急 下田内科消化器科医院（増田）　45-5800
　児 平鹿総合病院（石橋医師）　32-5124

比叡山神社大松明　
　急 山﨑医院（平鹿）　24-1009
　急 市立横手病院（松元医師）　32-5001

　急 熊谷医院（横手）　32-2163

横手市新春賀詞交歓会　詳しくは11ページ
　法 相談予約受付開始1月16日分　市くらしの相談課　35-4099
　心 十文字町幸福会館
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◆Ｙ2（わいわい）ぷらざ臨時休館：12月17日（月）～19（水）
  施設の予約・お問い合わせは、9：00から16：00の間、
　電話で受け付けします。 　32-2418

1月1日～3日の
□ 休日救急当
番医の診療時
間は、午前9時
～午後1時まで。

急

心

法

法

心

急
急

急

急

急

児

心
心

急

心

人

急
急

児

法

心

法

法

心

心

行

心

急
児

急

市
報
よ
こ
て
　
№
173 [ 2012年（

平
成
24年
）12月

15日
号
 ]

　
発
行
／
横
手
市
 TEL：0182-35-2111（

代
）　
　
編
集
・
デ
ザ
イ
ン
／
総
務
企
画
部
市
長
公
室
　
〒
013-8601 横

手
市
条
里
一
丁
目
１
番
64号
　
TEL：0182-35-2162　

FAX：0182-33-6061　
　

12.15　1.512.15　1.5災害情報は「横手かまくらＦＭ」77.4ＭＨｚで災害情報は「横手かまくらＦＭ」77.4ＭＨｚで！！

【無料相談】 行…行政  法…法律（要予約）  人…人権 
      　　 心…心配ごと（9：30～12：00）問合せ／各地域社協・福祉センター
【救急医療】 急…休日救急当番医（9：00～12：00）
　　　　　　　 今月の第３日曜日は整形外科の医師も診察します。
　　　　　 児…日曜夜間小児救急外来（受付18：00～21：00）
【社会保険年金相談】 横手地域局１階相談窓口　32-2111（内線8529）
　・毎週月曜～木曜 10：00～12：00／13：00～15：00
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水26
火25
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振替休日

元日

天皇誕生日
日　23

金　21

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

総数　 98,883人（-126） ／ 34,501世帯（-13）
　男　 46,887人（ -72）
　女　 51,996人（ -54）〔　　　　　　　　　　　　　　　　〕 ※11月末現在（前月末比）

横手市の人口横手市の人口

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

12月16日（日）「ドラえもん 新・のび太と鉄人兵団」【108分】
12月23日（日）「塔の上のラプンツェル」 　　　　 【101分】

無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）
◆上映時間／午後１時～　◆問合せ／　26-3880

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

【あかりフェスタ】よこてイーストにぎわいひろば 
 ◎期　間／2月17日（日）まで開催中、16：00～23：00
【おものがわイルミネーション】雄物川中央公園
 ◎期　間／1月下旬まで開催中、16：00～23：00
【ケヤキ並木のイルミネーション】大森庁舎前
 ◎期　間／12月15日（土）～1月14日（月）、17：00～23：00
　　　　 　※12/24、31は翌日2：00まで点灯
 ◎点灯式／12月15日（土）17：00～、大森庁舎前
【槻の木光のファンタジー】平鹿地域局そば
 ◎期　間／12月22日（土）～1月13日（日）、17：00～22：00
　 　　　　※12/24、31は翌日2：00まで点灯
 ◎点灯式／12月22日（土）17：00～、平鹿庁舎前駐車場
【安全・安心の灯】市役所北庁舎・消防本部
 ◎期　間／12月23日（日）～1月3日（木）、17：30～20：00
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比叡山神社大松明
■１月１日（火）

ひ　え い ざ ん お お た い ま つ

　『筏の大杉』で知られる比
叡山神社で、除夜の鐘が鳴
り終わる１月１日の午前０
時過ぎから大松明の祭典が
行われます。長さ５㍍の麻
殻を組み上げた２本の大松
明を立て、その燃え具合で
１年の吉凶を占います。
◆時　間／0：15～
◆場　所／比叡山神社境内（山内地域筏地区）
◆問合せ／筏大松明保存会 伊藤さん 　53-2359
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イルミネーション情報
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チャンピオンズカップ横手
東北中学校新人バスケットボール大会

■１月12日（土）～14日（月）
　東北６県から各県中学校
新人戦の上位入賞チームを
招待し、リーグ戦と順位決
定戦を行います。初日には、
市内の中学校チームとの交
流戦も開催されます。
◆入場料／無料
◆日程・場所／【交流ゲーム】
　12日（土）12：00～、横手・
　増田・雄物川・大森体育館
　【予選リーグ】13日（日）9：00～、
　男子／増田体育館、女子／横手体育館
　【決勝トーナメント】14日（月）9：00～、
　男女／増田体育館
◆問合せ／スポーツ振興課 　35-2173
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主な内容主な内容
●市政の窓（税についての作文表彰、受賞をたたえてほか）
……２～３　●市職員の給与……４～５　●市政情報便１
（除雪出動態勢ほか）……６～７　●まちの話題・ニュー
ス東西南北（市民ステージ祭ほか）……８～９　●市政情
報便２……10～11　●情報・いどばたプラザ……12～14

市報市報

あかりフェスタ『夜空を彩る天の川』（よこてイースト）あかりフェスタ『夜空を彩る天の川』（よこてイースト）

１_雄物川体育館で行われた開会式　２_秋田県男子チームの主将でエース・鈴木（鷹巣中）。201㌢の身長から打ち下ろ
す強烈なスパイクは大会注目の的 ３_準決勝で惜しくも敗れた秋田県女子チーム。拾ってつなぐバレーで観衆を沸か
せた　４・５_揃いのＴシャツでの応援を背に懸命のプレーで決勝戦を戦った秋田県チーム

　
12
月
１
・
２
日
の
２
日
間
、
初

開
催
と
な
る『
横
手
わ
か
杉
カ
ッ
プ

東
日
本
中
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
』

が
、
横
手
体
育
館
と
雄
物
川
体
育

館
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
高

校
の
選
抜
大
会『
横
手
わ
か
杉
カ
ッ

プ
』
を
主
催
し
て
き
た
市
が
、
さ

ら
に
Ｐ
Ｒ
を
図
る
た
め
に
開
催
し

た
も
の
で
、
東
日
本
の
道
県
か
ら

男
女
16
チ
ー
ム
が
横
手
に
集
い
ま

し
た
。
男
子
の
秋
田
県
チ
ー
ム
は
、

予
選
リ
ー
グ
を
無
敗
と
し
、
準
決

勝
で
宮
城
と
対
戦
。
第
１
セ
ッ
ト

を
奪
わ
れ
な
が
ら
も
逆
転
で
勝
利

し
、
決
勝
へ
と
進
み
ま
し
た
。
決

勝
で
は
、
新
潟
に
第
１
セ
ッ
ト
を

ジ
ュ
ー
ス
の
末
に
奪
わ
れ
、
そ
の

ま
ま
逆
転
な
ら
ず
敗
退
し
、
準
優

勝
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
女
子
の
秋
田
県
チ
ー
ム

も
、
予
選
１
位
で
準
決
勝
に
進
出
。

準
決
勝
は
岩
手
と
フ
ル
セ
ッ
ト
の

接
戦
を
展
開
し
た
も
の
の
惜
敗
し

３
位
決
定
戦
に
ま
わ
り
ま
し
た
。

決
定
戦
で
は
、
予
選
で
勝
利
し
た

栃
木
と
対
戦
し
ま
し
た
が
、
惜
し

く
も
敗
れ
４
位
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
来
年
１
月
12
〜
14
日

に
か
け
て
、
東
北
の
中
学
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
の
各
県
優
勝
校
を
招

い
て
、『
第
一
回
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ズ

カ
ッ
プ
横
手
・
東
北
中
学
校
新
人

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
』
を
開

催
し
、『
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
横
手
』

を
県
内
外
に
広
め
て
い
き
ま
す
。

横
手
わ
か
杉
カ
ッ
プ
東
日
本
中
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

初
代
王
者
を
目
指
し
熱
戦
を
展
開

１１

２２

３３

４４

５５
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市政の窓  行政報告 市政の窓行政報告 

　各分野での功績が認められ、晴れの栄誉を受けられ
た皆さんをご紹介します。
　各分野での功績が認められ、晴れの栄誉を受けられ
た皆さんをご紹介します。

受賞をたたえて受賞をたたえて

建設機械運転工
創和建設㈱

　市内の児童10人が入賞
　　　　　　　第61回秋田県発明展
　今年度開催された横手市児童生徒理科研究作
品展に出品された作品の中から、32人が秋田県
発明展に推薦されました。審査の結果、次の皆
さんが入賞しました。（敬称略）

【児童生徒の部】
◎東北経済産業局長賞 柴田達郎（醍醐小６年）
◎発明協会会長奨励賞 伊藤慶（田根森小６年）
◎秋田県知事賞 菅原千暖（浅舞小３年）、湯澤
瞭平（山内小５年）、高橋樹矢（山内小６年）◎斎
藤憲三奨励賞 佐々木陸登（横手南小６年）◎秋
田中央ライオンズクラブ会長賞 井筒風伽（福地
小３年）◎秋田県発明協会長賞 岸歩（十文字第
一小５年）、小田嶋琉（金沢小６年）、藤原斗磨
（十文字第二小６年）

　10月31日から11月６日ま
で能代市で開催された第135
回秋田県種苗交換会の水稲
グループ部門に、あきたこ
まち・めんこいな・ひとめ
ぼれの３品種を出品。同部
会の高い栽培管理技術が評
価され、受賞となりました。

　長年、地域の方々と一
緒になって、金沢地域に
伝わる伝統掛唄や金沢さ
さら舞の伝承保存活動に
取り組んでいることや、
学校行事、校外活動に積
極的に取り組んでいるこ
となどが評価されました。

　農業経営の改善や地
域農業の振興・活性化
に優れた功績を挙げた
農業者を表彰する平成
24年度全国優良経営体
表彰の個人経営体部門
で、小川忠洋氏（横手）
が農林水産省経営局長
賞を受賞しました。

　優秀施工者国土交通大臣顕彰は、優秀な技術・技能
を持ち、後進の指導・育成等に多大な貢献をした方を
『建設マスター』として国土交通大臣が顕彰するもの
で、今年度は全国で362人、秋田県では８人、そのう
ち横手市からは次の３人の方が顕彰されました。

三又集落が農林水産大臣賞受賞
　農林水産省が行っ
た平成24年度豊かな
むらづくり全国表彰
事業で、『三又集落』
の皆さんが、昔なが
らの『結い』という
相互扶助精神のもと
で取り組む地域づく
りが評価され、大臣
賞を受賞しました。

　よこて発酵文化研究所農業生産部会が農林水産大臣賞と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　秋田県知事賞を受賞

　横手市子ども会育成
連合会会長、秋田県子
ども会育成連合会会長
を歴任し、長年にわた
り地域の子ども会活動
の発展と県内のジュニ
アリーダー育成に尽力
したことが評価され、
今年度の大臣表彰とな
りました。

 

佐々木正市氏が
社会教育功労者で文部科学大臣表彰

建設マスターとして３人が顕彰

小川忠洋氏が農林水産省経営局長賞

優良ＰＴＡで金沢中学校ＰＴＡが
文部科学大臣表彰

渡
部
直
喜 

氏
土 工

㈱吉田建設
電気工

㈱村岡電業社

佐
々
木
吉
一 

氏

小
山
周
永 

氏

三又集落の石沢達雄区長（中央）と三又
営農生産組合の石沢英夫組合長（右）

金沢中学校の若松朋也校長（左）
と佐藤学ＰＴＡ会長（右）

多賀糸敏雄所長多賀糸敏雄所長 高橋博農業生産部会
副部長

高橋博農業生産部会
副部長

佐藤淳美幹事長　七尾章三副所長佐藤淳美幹事長　七尾章三副所長佐々木正市農業
生産部会副部長
佐々木正市農業
生産部会副部長

 ＪＡ共済が市に高規格救急車を寄贈 

地域の救急救命業務の一助に
　
11
月
20
日
、
Ｊ
Ａ
共
済
か
ら
横
手

市
を
は
じ
め
、
県
内
５
つ
の
消
防
本

部
に
、
救
急
救
命
設
備
を
搭
載
し
た

高
規
格
救
急
車
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
Ｊ
Ａ
共
済
が
平
成
22
年
か
ら

全
国
で
行
っ
て
い
る『
地
域
の
安
全
・

安
心
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
の
一
環
に
よ

る
も
の
で
、
県
議
会
棟
で
行
わ
れ
た

贈
呈
式
で
Ｊ
Ａ
共
済
連
秋
田
の
木
村

一
男
運
営
委
員
会
会
長
は
「
地
域
の

安
心
、
安
全
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い

で
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
５
消
防
本
部
を
代
表
し
て

市
消
防
本
部
の
泉
田
消
防
長
が
「
い

た
だ
い
た
救
急
車
は
、
地
域
の
救
急

救
命
業
務
に
大
き
く
役
立
ち
心
強
い
」

と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
市
消
防
本
部
で
は
、
今
回
寄
贈
さ

れ
た
救
急
車
を
山
内
分
署
に
配
備
し

救
急
救
命
活
動
に
役
立
て
ま
す
。
　

　
　

秋田ふるさと農業協同組合遠藤邦夫代表理事専務
（右）からレプリカキーを受け取る泉田消防長（左）

平成24年度中学生の『税についての作文』表彰 

髙橋京佑さん(十文字中）が国税庁長官賞
　
国
税
庁
と
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連

合
会
が
、
全
国
の
中
学
生
を
対
象
に

行
っ
た
平
成
24
年
度
中
学
生
の
『
税

に
つ
い
て
の
作
文
』コ
ン
ク
ー
ル
で
、

十
文
字
中
学
校
の
髙
橋
京
佑
さ
ん
が

国
税
庁
長
官
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、
東
北
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連

合
会
会
長
賞
を
、
横
手
南
中
学
校
の

石
山
隼
さ
ん
が
受
賞
。
税
に
つ
い
て

関
心
を
持
ち
、
理
解
を
深
め
た
こ
と

な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ
、
受
賞
に
つ

な
が
り
ま
し
た
。

◆
国
税
庁
長
官
賞

　
受
賞
作
題
名
『
自
分
な
り
に
考
え

　
て
み
た
消
費
税
』

◆
東
北
地
区
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

　会
会
長
賞

　
受
賞
作
題
名
『
税
金
の
行
方
』

　
今
回
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
横
手

税
務
署
管
内
で
10
校
、
７
４
８
作
品

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
　
　
　
　

　
11
月
16
日
に
、
横
手
セ
ン
ト
ラ
ル

ホ
テ
ル
で
、
横
手
税
務
署
管
内
で
審

査
を
受
け
て
入
賞
し
た
方
々
の
表
彰

式
が
行
わ
れ
、
髙
橋
京
佑
さ
ん
や
石

山
隼
さ
ん
を
は
じ
め
、
横
手
税
務
署

長
賞
を
受
賞
し
た
横
手
清
陵
学
院
中

学
校
の
藤
田
理
紗
さ
ん
と
平
鹿
中
学

校
の
澤
田
め
ぐ
み
さ
ん
の
ほ
か
、
横

手
市
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
賞

を
受
賞
し
た
11
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

　
髙
橋
さ
ん
と
藤
田
さ
ん
、
澤
田
さ

ん
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
作
品
を
発
表
す

る
と
、
出
席
者
か
ら
は
、
社
会
資
本

の
原
資
と
な
る
税
の
仕
組
み
を
学
ん

だ
内
容
に
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

髙橋京佑さん（十文字中）石山隼さん（横手南中）

本間横手税務署長（左）から表
彰状を受け取る藤田理紗さん
（右）

『私は中学生』と題した作文
を披露する横手税務署長賞
受賞の澤田めぐみさん

 

瑞
宝
単
光
章

　

  

【
消
防
功
労
】元十文字町消防団副分団長

髙橋 重雄氏（十文字・88歳）

高
齢
者
叙
勲

二階堂 衛氏
(増田・49歳）

消
防
分
野
で
栄
え
あ
る
受
章

消
防
分
野
で
栄
え
あ
る
受
章

新
教
育
委
員
長
を
選
任

新
教
育
委
員
長
を
選
任

　
11
月
19
日
、教
育
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、

12
月
４
日
付
け
で
二
階
堂
衛
氏
が
教
育
委

員
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

平
成
21
年
12
月
か
ら
市
教
育
委
員
を
務
め
、

平
成
23
年
11
月
、
教
育
委
員
長
職
務
代
理

者
に
就
任
。
平
成
20
年
増
田
小
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
、
平
成
21
年
秋
田
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
幹
事
な
ど
を
歴
任

けい すけしゅん

まもる



平成24年4月1日現在

区 分

１級 

２級 

３級 

４級 

５級 

６級 

７級 

職員数

26人

64人

240人

168人

104人

98人

9人

構成比

3.7％

9.0％

33.8％

23.7％

14.7％

13.8％

1.3％

標準的な職務内容

主事、技師

主任

副主査

主査

副主幹

次長、課長、主幹等

部長、事務所長、局長

一般行政職の級別職員数の状況一般行政職の級別職員数の状況

※市の給与条例に基づく給料表の級区分によるものです。
※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

　職員の給料は、職務と責任の度合いに応じ、級ごとに区分
されていますが、ここでは一例として一般行政職分のみを掲
載します。

人件費と一般職給与の状況人件費と一般職給与の状況職員手当の状況職員手当の状況

■人件費の状況 （平成23年度普通会計決算） ※平成23年度地方財
　政状況調査の数値

※人件費には、一般職と特別職の職員の給与、議員報酬のほか共済組 
  合負担金、退職手当、公務災害補償費等を含みます。
※普通会計とは、特別養護老人ホーム等の事業会計や、病院、水道の
　企業会計を除いたものです。

■扶養手当、住居手当、通勤手当（平成24年4月1日現在）
金　　額
13,000円  
11,000円  
6,500円  
6,500円  
5,000円  
27,000円  
13,500円  
55,000円  

2,000～33,200円  

内　　　　　　容
配偶者
　　　　配偶者がいない職員の扶養親族
　　　　配偶者がいる職員の扶養親族
　　その他１人につき
　　16歳から22歳までの子１人につき加算
借家・借間（上限額）
単身赴任職員の配偶者の借家・借間（上限額）
交通機関利用の場合（上限額）
自動車等の場合（通勤距離に応じて）

配
偶
者
以
外

１
人
目

住居手当
（月額）

通勤手当
（月額）

※職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、
　派遣職員などを含み、臨時職員および非常勤職員は除きます。（公営企業管 
  理者は含まず、教育長、消防長は含みます）
※『その他』部門には、国保、介護保険、温泉等の各事業が含まれます。

　全体では、前年度比で13人減少しています。
　一般行政部門の民生の減少理由は、社会福祉法人へ派遣し
ていた職員が帰任し、帰任後は民生以外の部門に配置したこ
とによるものです。

部門別職員数の状況部門別職員数の状況

※支給割合は、県と同じです。
※職務上の段階、職務の級等に応じ、加算措置（5～15％）があります。

■期末・勤勉手当の支給割合（平成24年12月1日現在）
支給月
６月
12月
計

期末手当
1.225月分
1.375月分
2.600月分

勤勉手当
0.675月分
0.675月分
1.350月分

■一般職給与の状況 （平成22年度、23年度普通会計決算）

※給与費には、給料及び扶養、通勤、住居等の諸手当を含み、退職手当・共済組
  合負担金等は含みません。
※職員数は、各年度の4月1日現在の普通会計に関わる職員数です。

区　分

給与費

職員数

平成22年度

64億5,819万円

1,173人

平成23年度

63億4,881万円

1,144人

比　　較

△ 1億  938万円

　△ 29人

平成24年度
7
229
47
197
107
1
75
42
95
800
159
168
327
383
26
22
128
559
1,686

平成23年度
7
227
47
207
112
1
77
43
99
820
156
169
325
375
27
22
130
554
1,699

議会
総務
税務
民生
衛生
労働
農林
商工
土木
小計
教育
消防
小計
病院
水道
下水道
その他
小計

0
      2
   0

   △ 10
△  5
0

△  2
△  1
△  4
  △ 20

3
△  1
2
8

△  1
 0

△  2
5

△ 13

 
職員数

対前年増減数部　　門

一般行政部門

特別行政部門

公営企業部門

合　　　計

■退職手当の支給割合（平成24年度）
区　分
自己都合
勧奨・定年

20年
23.500月分
30.550月分

25年
33.500月分
41.340月分

35年
47.500月分
59.280月分

最高限度
59.280月分
59.280月分

※定年前早期退職特例措置があります（2～20％）。※支給割合は、国と同じです。

300,864千円
 297,590円

※上表は普通会計分を掲載しています。
※時間外勤務手当には、休日勤務手当を含みます。

■時間外勤務手当（平成23年度実績）
支給総額

１人当たり平均支給年額 各年度4月1日現在（単位：人）

市職員の
給与の状況
市職員の
給与の状況

平成24年4月1日現在

平成24年4月1日現在

職員の給料の状況職員の給料の状況

■初任給

　職員の給与は、職種、学歴、経験年数などにより決定され
ますが、ここでは一例として一般行政職分のみを掲載します。

     区　　分

大学卒

高校卒

初任給

172,200円

140,100円

採用２年経過後の給料額

184,200円

148,500円
一般行政職

平成24年4月1日現在■平均給料月額と平均年齢

区　　分

一般行政職

平均年齢

43.3歳

平均給料月額

326,906円

■経験年数別、学歴別平均給料月額

区　　分

大学卒

高校卒

7年以上10年未満

227,900円

196,500円

10年以上15年未満

268,100円

222,300円

15年以上20年未満

313,200円

278,100円
一般行政職

扶養手当
（月額）

特別職の報酬等の状況特別職の報酬等の状況

平成24年12月1日現在

市　長
副市長
識見監査委員
議　長
副議長
議　員

区   　　　分 給料（報酬）月額
820,000 円
658,000 円
494,000 円
456,000 円
411,000 円
384,000 円

期末手当

給 

料

報 

酬

６月期　1.40月分
12月期　1.50月分
　計　　2.90月分

54,083千円
416,022円
  11.4％

※上表は普通会計分を掲載しています。

■管理職手当（平成23年度実績）
支給総額

１人当たり平均支給年額
職員全体に占める支給職員の割合

■特殊勤務手当（平成23年度実績）

手当の数（12種類）

19,995千円
109,263円
 16.0％

防疫等作業、高所作業、用地
交渉等、夜間特殊業務、夜間
看護業務、介護等業務、行旅
死病人取扱、清掃業務等、災
害・緊急出動、救急救命処置
業務、潜水作業、火葬業務

※上表は普通会計分を掲載しています。

支給総額
１人当たり平均支給年額

職員全体に占める支給職員の割合
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　市では、市職員の給与の実態を市民の皆さん
にご理解いただくために、年１回その状況を公
表することにしています。ここでは、そのあら
ましについてお知らせします。
　市職員の給与は、基本となる給料と、扶養手
当や通勤手当等の諸手当から構成されており、
その内容は、民間の給与水準を基にした人事院
勧告や国、県の動向を踏まえ、市議会での審議
を経て、条例で定められています。
　なお、職員の給与等の内容については、市の
ホームページ（ページ番号000002669）にも掲
載しています。

■問合せ　市総務企画部人事課給与厚生担当（　35-2163）■問合せ　市総務企画部人事課給与厚生担当（　35-2163）

●人件費率(B/A)
＝17.2％

歳出額（Ａ）
555億4,704万円

人件費（Ｂ）人件費（Ｂ）
95億5,668万円95億5,668万円

■お知らせします　市職員の給与の状況 給与の状況

お知らせしますお知らせします
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市政情報便市政情報便  市役所からのお知らせ 市役所からのお知らせ 

※市ホームページ(http://www.city.yokote.lg.jp)の『横手市ウェブサイトの情報を探す』に９桁のページＩＤを入力すると関連情報がご覧いただけます

雪対策ＨＰページ番号／000012542　kensetsu@city.yokote.lg.jp

　
市
で
は
、
冬
期
間
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
安
全
・
安
心
で
快
適
に
過

ご
せ
る
よ
う
に
総
合
的
な
雪
対
策

の
基
本
計
画
の
策
定
作
業
を
進
め

て
い
ま
す
。
５
〜
10
年
先
を
見
据

え
た
計
画
書（
案
）へ
の
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

◆
計
画（
案
）の
閲
覧
方
法
・
意
見

の
応
募
方
法

　
各
地
域
局
や
南
庁
舎
、
か
ま
く

ら
館
、
Ｙ
（
わ
い
わ
い
）
ぷ
ら
ざ
、

各
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
建
設
監

理
課
で
閲
覧
す
る
か
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
応
募
方
法
は
、
各
閲
覧
場
所
に

用
意
し
た
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
閲
覧
先
に
持
参
す
る

か
、建
設
監
理
課
ま
で
郵
送
、フ
ァ

ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

用
紙
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
募
集
期
限

　
　
　
　
　
　
　
　

　12
月
21
日（
金
）必
着

【
問
合
せ
・
郵
送
先
】

　
〒
０
１
３
‐
０
０
２
２
　

　
横
手
市
四
日
町
３
番
23
号

　
横
手
市
建
設
部
建
設
監
理
課（
水

　
道
庁
舎
内
）

　
　
３
２
‐
２
４
０
６

　
　
３
２
‐
４
０
２
４

横
手
市
総
合
雪
対
策
基
本

計
画（
案
）へ
の
意
見
募
集

芸術文化除　雪ＨＰページ番号／000007929
◆
除
雪
対
策
本
部
開
設

　
11
月
15
日
、
平
成
24
年
度
市
除

雪
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
、
各
地

域
で
開
所
式
と
安
全
祈
願
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
『
安
全
な

冬
期
交
通
の
確
保
』
『
安
全
で
効

率
的
な
作
業
の
実
施
』
『
市
民
と

の
協
働
に
よ
る
雪
処
理
』
を
重
点

項
目
と
し
、
き
め
細
か
な
作
業
を

行
い
、
安
全
で
安
心
な
雪
道
の
確

保
に
努
め
ま
す
。

◆
除
雪
出
動
基
準

◎
早
朝
除
雪
は
午
前
１
時
か
ら
午

　
前
２
時
ま
で
の
間
の
観
測
に
よ

　
り
次
の
い
ず
れ
か
の
基
準
に
該

　
当
し
た
場
合
に
出
動
し
ま
す
。

・
前
日
午
後
５
時
か
ら
の
降
雪
量

　
が
10
㌢
以
上
の
場
合

・
明
け
方
ま
で
の
降
雪
量
が
10
㌢

　
以
上
と
予
想
さ
れ
る
場
合

・
吹
き
溜
ま
り
の
発
生
や
圧
雪
、

　
路
面
の
状
態
を
総
合
的
に
判
断

　
し
必
要
と
さ
れ
る
場
合

◎
日
中
は
、
降
雪
の
状
況
、
ま
た

　
は
パ
ト
ロ
ー
ル
で
必
要
と
判
断

　
さ
れ
た
場
合
に
出
動
し
ま
す
。

◆
作
業
時
間

◎
早
朝
除
雪
は
、
原
則
と
し
て
午

　
前
２
時
30
分
に
開
始
し
、
通
勤

　
通
学
時
間
帯
と
な
る
午
前
７
時

　
30
分
ま
で
に
終
了
す
る
よ
う
に

　
努
め
ま
す
。

◎
日
中
の
除
雪
作
業
は
、
通
勤
通

　
学
時
間
帯
を
避
け
、
十
分
に
安

　
全
確
認
を
行
い
実
施
し
ま
す
。

◆
流
雪
溝
へ
の
雪
投
げ
作
業
に
は

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う

　
流
雪
溝
の
ふ
た
が
開
け
っ
放
し

に
な
っ
て
い
た
た
め
、
流
雪
溝
に

転
落
す
る
事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ふ
た
が
完
全
に
閉
ま
っ
て

い
な
い
場
合
、
除
雪
車
の
通
過
時

に
破
損
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
作
業
後
は
ふ
た
を
し
っ
か
り

閉
め
ま
し
ょ
う
。

　
雪
を
大
き
な
か
た
ま
り
の
ま
ま

投
げ
入
れ
る
と
、
流
雪
溝
が
途
中

で
詰
ま
り
、
浸
水
に
よ
る
被
害
が

生
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
事
故
を
避
け
る
た
め
、
流
雪

溝
を
利
用
す
る
場
合
は
、
投
雪
口

に
ル
ー
ル
で
定
め
ら
れ
た
『
鉄
格

子
』
を
必
ず
取
り
付
け
ま
し
ょ
う
。

《
流
雪
溝
利
用
の
ル
ー
ル
》

・
水
が
流
れ
て
い
な
い
と
き
は
雪

　
を
入
れ
な
い

・
雪
は
小
さ
く
刻
ん
で
入
れ
る

・
屋
根
か
ら
直
接
入
れ
な
い

・
子
ど
も
を
近
づ
け
な
い

・
放
流
時
間
を
確
認
し
、
作
業
時

　
間
を
守
る

◆
除
雪
作
業
に
は
、
皆
さ
ん
の
協

力
が
必
要
で
す

◎
除
雪
車
を
止
め
て
雪
押
し
方
向

　
を
指
示
す
る
行
為
は
大
変
危
険

　
で
す
。
作
業
中
の
除
雪
車
に
近

　
づ
い
た
り
、
作
業
員
へ
直
接
指

　
示
す
る
行
為
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

◎
除
雪
作
業
は
、
交
通
量
の
少
な

　
い
深
夜
か
ら
早
朝
に
か
け
て
行

　
わ
れ
る
た
め
、
除
雪
車
の
エ
ン

　
ジ
ン
音
や
振
動
で
ご
迷
惑
を
お

　
か
け
し
ま
す
が
、
安
全
な
通
勤

　
通
学
路
の
確
保
の
た
め
、
ご
理

　
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
冬
期
間
の
路
上
駐
車
は
、
除
雪

　
作
業
の
妨
げ
に
な
る
場
合
が
あ

　
り
ま
す
。
作
業
の
遅
れ
や
、
除

　
雪
が
で
き
ず
、
交
通
渋
滞
の
原

　
因
に
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
ま

　
し
ょ
う
。

◎
除
雪
車
が
通
っ
た
あ
と
は
、
玄

　
関
前
に
押
し
寄
せ
た
雪
が
残
り

　
ま
す
が
、
玄
関
前
の
雪
処
理
は

　
各
家
庭
で
お
願
い
し
ま
す
。

◎
道
路
へ
の
雪
出
し
は
、
道
幅
を

　
狭
く
さ
せ
る
ほ
か
一
般
交
通
の

　
支
障
と
な
り
、
交
通
渋
滞
や
事

　
故
の
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
や

　
め
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
】
　

　
市
建
設
部
建
設
監
理
課
（
水
道

　
庁
舎
内
）
　
３
２
‐
２
４
０
６

　
ま
た
は
、
各
地
域
局
産
業
建
設

　
課
建
設
担
当

11
月
15
日
か
ら
除
雪
出
動
態
勢
に
入
り
ま
し
た
！  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　〜
除
雪
作
業
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
〜

　今
年
も
降
雪
期
を
迎
え
ま
し
た
。
市
で
は
、
万
全
の
体
制
で
冬
期
間

の
道
路
確
保
に
努
め
ま
す
。
除
雪
作
業
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

２

年末年始の水道当番店年末年始の水道当番店
ＨＰページ番号／000007907ＨＰページ番号／000007907

水道が凍結したり、漏水の場合などは、当番店へ連絡してください。
営業時間は、午前８時から午後５時までです。
【問合せ】市上下水道部水道課（水道庁舎内）  35-2252

水道が凍結したり、漏水の場合などは、当番店へ連絡してください。
営業時間は、午前８時から午後５時までです。
【問合せ】市上下水道部水道課（水道庁舎内）  35-2252

　９月11日から、東部環境保全センターで岩手県野田村の災害廃棄物を焼却処理しています。焼却後の放射能測定
結果は、すべての測定項目で基準を下回り、受入前と変わらないレベルになっています。
　11月30日までの災害廃棄物搬入量は270.2㌧で、１日平均4.91㌧を受け入れており、今後も安全性を確認しなが
ら、焼却処理を継続していきます。９月11日から11月30日測定結果は、以下のとおりです。　

　■横手市での空間放射線量率

　※測定頻度９月11日から週１回。測定地点は東部環境保全センターを中心に付近の小中学校や公園など８カ所です。　

　■排ガス中の放射性セシウム濃度結果（東部環境保全センター）

　※測定頻度９月11日から月１回。不検出とは、測定結果が検査機器の検出下限値未満であることを示しています。（　）は
　　検出下限値で、測定時の排ガスの状態などにより異なります。

　■焼却灰放射性セシウム濃度結果（南東地区最終処分場に埋め立て処分）
　

　

　※測定頻度９月11日から簡易測定は毎日、精密測定は月１回実施。不検出とは、測定結果が検査機器の検出下限値未満であ
　　ることを示しています。（　）は検出下限値で、測定時の焼却灰の状態などにより異なります。
◆問合せ／市市民生活部生活環境課（横手庁舎内）  35-2184

環　境横手市のホームページ http://www.city.yokote.lg.jp/ ページ番号000011314

岩手県野田村からの災害廃棄物の受入処理状況について

（単位：ベクレル／kg）

　セシウム134 セシウム137 測定合計値 県ガイドライン目安値
主灰（燃え殻） 不検出（5.7～25）

不検出～11（6.3～25）
不検出（7.3～25）
不検出～41（7.9～25）

不検出
不検出～41飛灰固化物（ばいじん）

8,000

12月31日（月）

荒川施設
  32-3974

柿崎水道
　25-3242

佐一設備
　22-2094

佐々木施設
　26-3221

畑山施設
 　44-3316 

川越水道
　53-2528

１月１日（火）
東北カッター
　33-4788

イシダ設備
　32-0518

細谷設備
　24-0159

平鹿設備
　24-1561

佐藤施設
　22-3133

大和工業
　26-3441

佐々木管工
　44-3701

１月２日（水）
新栄施設
　33-2581

山二施設
　32-1119

遠藤設備
　24-2550

井上管工所
　24-0036

前澤設備
　23-1123

佐々木施設
　26-3221

笹山ボイラー
　42-0389

１月３日（木）
丸三設備
　33-1387

佐々木水道
　32-6213

真田設備
　24-0722

菊地設備
　24-2309

マツノヤ
　22-4184

大和工業
　26-3441

松田水道
　42-0966

川越水道
　53-2528

１月４日（金）
横手水道
　32-1910

高善
　32-2179

井上管工所
　24-0036

貴俵電気
　22-3365

佐々木施設
　26-3221

いいつか
　42-1455

田代水道
　53-2333

１月５日（土）

ますだ機工
　33-2245

高橋設備
　25-3311

佐一設備
　22-2094

大和工業
　26-3441

羽後設備
　42-3721

川越水道
　53-2528

月日地域

横  手

増　田

平　鹿

雄物川

大　森
　

十文字

山　内
　

大　雄

（単位：ベクレル／ｍ）

セシウム134 セシウム137 測定合計値 県ガイドライン目安値
不検出（0.63～0.8） 不検出（0.53～0.8） 不検出 セシウム134／20＋セシウム137／30≦1

測定地点 測定値 横手市の通常レベル
東部環境保全センター周辺８地点 0.03～0.06 0.03～0.08

（単位：マイクロシーベルト／時）

藤原建材
　45-5002

カマダ設備
　52-2560

田代水道
　53-2333

大雄産業
　52-2021

佐藤設備
　52-3076

さとう住設
　38-8095

アサヒ電器
　45-2537

３
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興味を持ったテーマを研究し発表
■横手清陵学院高校『探究』発表会（横手）
  横手清陵学院高校の２年生が、興味のあるテーマを深
く掘りさげて学習する『探究』の時間に研究した成果を
11月27日、同校体育館で発表しました。
　地域の特産品に注目し、３年間続けて研究した『いぶ
りがっこの活性酸素消去能を探る』など、文系、理系合
わせて31のグループが研究成果を披露。ほかの生徒や一
般の方にわかりやすく説明することで、プレゼンテーショ
ン力の向上にもつながっていました。今後、それぞれの
グループは、研究内容を論文としてまとめます。

（平鹿） 

　醍醐を語る会・醍醐地区会議などが共催し『防災シ
ンポジウム』と『醍醐まるごと交流会』が11月18日に
醍醐公民館で開催されました。釜石市防災危機管理課
長・佐々木亨氏が住民の助け合いの大切さについて講
演。その後、参加者は醍醐産のリンゴや野菜などをふ
んだんに使用した地産地消の料理を楽しみました。
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防災を考え住民同士で交流会

　12月１・２日、秋田ふるさと村で第７回横手市民ステー
ジ祭＆横手市交流美術展が開催されました。
　ドーム劇場では、市内で活動する個人や団体40組のス
テージ発表が行われ、日本舞踊、ストリートダンス、合
唱、詩吟など、幅広いジャンルの芸能が披露されました。
また、お休み処『鳥海』で行われた交流美術展には、秋
田県美術展覧会の入賞・入選作品をはじめとした絵画や
書道、写真、手工芸品など152点が展示され、力作の数々
に来場者はしばし足を止めて見入っていました。

■市民ステージ祭＆交流美術展(横手）

芸術文化の祭典に集う ふるさとの森で自然の豊かさを

　11月17日、相野々ダム周辺を散策する森林体験が、横
手川と水環境を考える会の主催で行われ、子どもから高
齢者まで約40人が参加しました。
　森林インストラクターの酒井浩氏が案内人となり、子
どもたちに「草や虫をたくさん見つけてください」と呼
びかけスタート。周辺の2.5㌔を約２時間かけて散策した
子どもたちは、木の実などを見つけるたびに「発見した
よ」とうれしそうに声を上げました。参加者は、森が育
む生命の不思議さと大切さを感じとっていました。

■相野々ダム周辺で森林体験（山内）

落葉の時期にしか見られない広葉樹林の素晴らしさを体感

 心の健康に笑いと涙のミュージカル

　11月25日、横手明峰中学校体育館で、劇団わらび座
の演劇『笑顔予報は晴れのち晴れ』が上演されました。
これは、雄物川地域づくり協議会が主催したもので、
崩壊寸前の家族がケンカしながらもお互いの気持ちを
再び理解し、家族の絆を取り戻していくストーリーに、
訪れた人は時に笑い、時に涙して鑑賞していました。

■第23回市民と集う看護フォーラム（横手）

認知症の方との接し方を学ぶ

　11月18日、横手市看護協議会主催の看護フォーラムが
かまくら館で開催されました。
　このフォーラムでは、看護職従事者の永年勤続表彰や
新人看護職のキャンドルセレモニーが行われたほか、東
京工科大学医療保健学部看護学科の六角僚子教授が『愛
と知恵で支える認知症ケア』と題し講演。この中で『劇
団いくり』の皆さんが、認知症の方によく見られる行動
と周りの人の対応を寸劇で紹介し、六角教授が解説を加
えて認知症の方との具体的な接し方を示しました。認知症の方によく見られる行動を演じる劇団『いくり』の皆さん

■男女共同参画フォーラム（横手）

「相づちでコミュニケーションを円滑に」と話す講師の上田さん（右上）

仕事と家庭の両立でいきいきと

　12月１日、Ｙ（わいわい）ぷらざで『仕事と家庭生活
の調和』をテーマにしたフォーラムが開催され、ハナマ
ルキャリアコンサルタント代表の上田晶美さんが『いき
いきと働くための仕事と家庭の両立術』と題して講演し
ました。この中で上田さんは「仕事と家庭の両立は、100
％やろうと思わないこと」と話し、男女のコミュニケー
ションのとり方の違いを説明しながら、夫婦が互いを思
いやり、気持ちよく協力し合うための会話のコツや、自
分の時間を作るための生活の工夫などを伝えました。

力作が並んだ交流美術展（左）と40組が出演した市民ステージ祭（右）

これまでの研究の成果が披露された発表会

六角教授六角教授

雄物川町岡本新内伝承会
の皆さんによる日本舞踊
雄物川町岡本新内伝承会
の皆さんによる日本舞踊

2

　12月２日、民俗芸能の保存継承に対する意識を高めよ
うと、増田地域センター運営協議会が主催する『民俗芸能
フェスティバル』が増田ふれあいプラザで行われました。
　10回目となる今回は、東日本大震災に遭われた各地の
民俗芸能の一日も早い復活を願い、岩手県から虎舞（釜石
市）や早池峰・大償神楽（花巻市）を招待し、東日本復興祈
念と位置づけ開催。増田地域に伝わる八木番楽や福嶋サ
イサイ囃子、戸波郷土芸能、市内の鍋倉囃子、仁井田番
楽も出演し、勇壮な舞やお囃子を披露しました。

■横手市増田民俗芸能フェスティバル（増田）

早池峰・大償神楽（上）、虎舞（下）、八木番楽（右）の演舞

守り伝えたい郷土の宝

はや  ち  ね おおつぐないかぐら

 （十文字）

　12月１日、十文字地域づくり協議会主催の『交通安
全教室』が十文字西地区館で開かれ、交通事故対策の
講話や歩行環境シミュレータを使った道路横断の疑似
体験などが行われました。参加者は、高齢者を巻き込
んだ交通事故の多くが道路横断中に発生している現状
を聞き、安全確認の大切さを再認識していました。

心にゆとりを持って安全確認 （十文字）

　11月20日、増田中学校の生徒がスーパーモールラッ
キーで、金やレアメタルなどの貴重な資源を含む小型
家電回収の協力を呼び掛けました。生徒らは、総合的
な学習の時間に小型家電のほとんどがゴミと一緒に捨
てられている事実を知り、プロジェクト班を結成。チ
ラシなどを配って小電回収の大切さを周知しました。

増中生が小電回収を呼びかけ

う え だ あ け み

ろっかくりょうこ
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市政情報便市政情報便  市役所からのお知らせ 市役所からのお知らせ 

※市ホームページ(http://www.city.yokote.lg.jp)の『横手市ウェブサイトの情報を探す』に９桁のページＩＤを入力すると関連情報がご覧いただけます

■11月定例教育委員会の審議内容（11月19日）
◎横手市教育委員会委員長の選挙        
  　 二階堂衛氏が就任（12月４日から）
◎横手市教育委員会委員長職務代理者の指定
　　 小松恵里子氏が就任
◎平成24年度横手市一般会計補正予算（教育委員会に
　関する事項）　
※新しい教育委員に柴田康裕氏が任命されました  
  任期：平成24年11月17日～平成28年11月16日

教育委員会短信教育委員会短信
　問合せ 教育総務課 　32-2402　問合せ 教育総務課 　32-2402●

11月
ＨＰページ番号000010165ＨＰページ番号000010165

　自宅などでオンラインで請求した登記事項証明書
や、会社・法人の印鑑証明書を、かまくら館（法務
局横手サービスセンター）で受け取ることができま
す。あらかじめオンラインで請求すると次のような
メリットがあります。
＊書面による請求よりも手数料が安くなります（登
　記事項証明書なら、１通700円が550円）
＊秋田地方法務局大曲支局まで出向く必要がなく、
　かまくら館で受け取ることができます
＊証明書発行請求機の操作をすることなく、受け取
　ることができます
詳細は法務省のホームページをご覧ください。
URL：http：//www.moj.go.jp/MINJI/minji03_00026.html
※秋田地方法務局横手支局は、平成23年６月に大曲
　支局に統合されました
◆問合せ／秋田地方法務局大曲支局　0187-63-2100

オンラインで請求した登記事項証明書等を
かまくら館の窓口で受け取ることができます
オンラインで請求した登記事項証明書等を
かまくら館の窓口で受け取ることができます

横手西中学校閉校式典横手西中学校閉校式典
　平成25年３月に閉校を迎える横手西中学校の閉校
式典を行います。 
◆日　時／12月21日（金）午後２時30分～
◆場　所／横手西中学校体育館
◆問合せ／横手西中学校教頭　38-2200

　市民の皆さんをはじめ、会社や事業所など、どな
たでも参加できます。鏡開きや物産紹介など、にぎ
やかに行いますのでぜひお越しください。
◆日　時／平成25年１月４日（金）午後３時30分～５時
◆場　所／浅舞公民館
◆会　費／1,500円（軽食と飲み物付き）
◆問合せ／市総務企画部市長公室広報・シティプロ
　　　　　モーション担当（南庁舎内）　
　　　　　　35-2189

　工場や商店などを経営している方、駐車場やアパー
トなどを賃貸している方、農家の方が事業のために
用いる構築物・機械・備品等を償却資産といい、土
地や家屋と同じように固定資産税が課税されます。
　このような償却資産をお持ちの方は、毎年、市に
申告が必要です。平成24年に事業用の申告をした方
には、12月末頃までに申告書を郵送します。また農
家の方は、今回の12月15日号の市報と一緒に配布し
ている農業用償却資産申告書を提出してください。
  申告していなかった方や新しく事業を始めた方も
申告が必要です。申告書は、資産税課および各地域
局地域振興課税務担当にも備え付けています。また、
市のホームページからもダウンロードできます。

◆対象者／毎年１月１日現在の償却資産の所有者
◆申告資産／土地および家屋以外の有形固定資産で
　所得税法または法人税法の所得計算上、減価償却
　の対象にできる資産
◆評価額の算出方法／取得時期、取得価格、耐用年
　数を基に取得後の経過年数に応じた減価を考慮し
　て、評価額（価格）を算出します。
◆免税点／課税標準額合計が総額で150万円未満の
　場合は課税されません。
◆提出期限／平成25年１月31日（木）
◆提出先／市財務部資産税課（横手庁舎２階）また
　は各地域局地域振興課税務担当
◆問合せ／市財務部資産税課（横手庁舎内）
　　　　　　32-2767

 償却資産の申告をお忘れなく!  
                    ＨＰページ番号／000012564

 償却資産の申告をお忘れなく!  
                    ＨＰページ番号／000012564

増田地域
　市道福嶋西線が開通します　　            
　　　　　   　 ＨＰページ番号／000012561

増田地域
　市道福嶋西線が開通します　　            
　　　　　   　 ＨＰページ番号／000012561

　市道福嶋西線（区間延長260㍍）が、12月27日（木）
正午に開通します。開通により交差点の形状や交通
規制が変更になります。安全に気をつけて事故のな
いように通行してください。

◆問合せ／建設部道路河川課（水道庁舎内）
　　　　　　32-2407

増田庁舎

警察署
国道342号

郵便局

ふれあい
プラザ

市道福嶋西線

平成25年 横手市新春賀詞交歓会を開催します平成25年 横手市新春賀詞交歓会を開催します

平成25年度　学童保育利用申込開始のお知らせ
～現在利用中の方も申し込みが必要です～  ＨＰページ番号000001600　
平成25年度　学童保育利用申込開始のお知らせ
～現在利用中の方も申し込みが必要です～  ＨＰページ番号000001600　

◆注意事項／定員を上回った場合、家庭の状況等を判
　　　　　　断し、学年の低い児童を優先します。同
　　　　　　じ小学校区に複数のクラブがある場合は、
　　　　　　調整させていただくことがあります。
◆申込方法／担当課に備え付けの申込用紙に記入し、    
            同居家族の勤務証明等を添えて提出して   
            ください。
◆申込期間／平成25年１月４日（金）～31日（木）
◆申 込 み／各地域の担当課までお申し込みください。

  学童保育は、子どもたちへの安全な生活の場の提供
と、保護者の皆さんに安心して仕事を続けていただく
ことを目的にしています。

◆対象者／小学４年生までの児童で、放課後や学校休
　　　　　業日に家族が仕事等の理由で家庭にいない
　　　　　児童
◆実施日／日曜日、祝日、年末年始を除く毎日
◆時　間／放課後～午後７時
          土曜･学校休業日は午前７時30分から
◆利用料／①通年利用／月額5,000円
　　　　　②長期休みのみ利用／7,000円×日割計算
　　　　　※複数入所の２人目以降と、ひとり親家庭
　　　　　　の児童は半額

小学校区

横手南小

朝倉小

旭小

黒川小

栄小

増田小

浅舞小

醍醐小

吉田小

雄物川北小

大森小

十文字第一小

十文字第二小

植田小

睦合小

山内小

阿気小･田根森小

名　　称

学童保育「みなみ」

学童保育「みなみ２」 

学童保育「わんぱく」

学童保育「あさくら」

学童保育「あさくらキッズ」

学童保育「ピノキオ」

学童保育「あさひ」

学童保育「あさひ２」

学童保育「くろかわ」

学童保育「さかえ」

学童保育「すまいるキッズ」

学童保育「ますだキッズ」

浅舞児童クラブ

醍醐児童クラブ

児童クラブ「どんぐりっこ」

沼館学童クラブ

学童保育「おおもり」

学童保育「ふれあい」

第一小なかよし学級

さくらんぼ学級

ひまわり学級

第二小なかよし学級

あおぞら学級

睦小なかよし学級

なかよしクラブ

こどもセンター

実　施　場　所

横手南小学校

わんぱく館

朝倉小学校敷地内

あさくら館

朝日が丘児童センター

旭ふれあい館

旧旭郵便局

黒川小学校

さかえ館

増田町総合子育て支援施設

増田町多目的研修センター

浅舞小学校

醍醐小学校

吉田公民館

旧後藤工業（縫製工場跡地）

大森小学校敷地内

子どもと老人のふれあいセンター

十文字文化センター

十文字卓球場

十文字町幸福会館

十文字第二小学校

植田小学校

睦合小学校

山内小学校

大雄子どもセンター

定員

20人

20人

53人

60人

65人

32人

42人

20人

15人

40人

40人

20人

35人

55人

55人

40人

40人

20人

65人

15人

25人

25人

15人

20人

40人

55人

各地域の担当課（申込先）

健康福祉部子育て支援課　35-2133

増田地域局市民福祉課　45-5514

平鹿地域局市民福祉課　24-1114

雄物川地域局市民福祉課　22-2156

大森地域局市民福祉課　26-2115

十文字地域局市民福祉課　42-5113

山内子育て支援センター　53-2172

大雄地域局市民福祉課　52-3905
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　日
本
語
を
教
え
る
お
手
伝
い

　
　を
し
て
み
ま
せ
ん
か

　市
内
在
住
の
外
国
人
の
方
へ
の
お

手
伝
い
や
日
本
語
指
導
に
関
心
の
あ

る
方
を
対
象
に
、
日
本
語
の
教
え
方

や
外
国
人
へ
の
接
し
方
な
ど
を
学
ぶ

体
験
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時
／
平
成
25
年
１
月
23
日（
水
）

　
〜
２
月
13
日(

水)

の
毎
週
水
曜
日

　
午
前
10
時
〜
正
午
※
全
４
回

◆
場
所
／
Ｙ
（
わ
い
わ
い
）
ぷ
ら
ざ

◆
定
員
／
10
人

◆
受
講
料
／
無
料
※
託
児
要
申
込
み

◆
申
込
期
限
／
平
成
25
年
１
月
16
日

　（
水
）

◆
問
合
せ
／
市
総
務
企
画
部
男
女
共

　
同
参
画
・
市
民
協
働
推
進
室

　
　
３
５
‐
２
１
５
８

　
　ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集

　
　し
て
い
ま
す

　
明
海
大
学
（
千
葉
県
浦
安
市
）
に

通
う
留
学
生
が
横
手
を
訪
れ
ま
す
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
と
な
っ
て
い
た
だ

け
る
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
日
本
語
を
話
せ
ま
す
の

で
、
言
葉
の
心
配
は
い
り
ま
せ
ん
。

普
段
ど
お
り
の
生
活
の
中
で
、
気
軽

に
国
際
交
流
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
受
入
期
間
／
平
成
25
年
２
月
16
日

　（
土
）〜
18
日（
月
）の
２
泊
３
日

　
※
申
込
ま
れ
た
方
に
は
詳
細
が
決

　
ま
り
し
だ
い
ご
連
絡
し
ま
す
。

◆
申
込
み
／
市
総
務
企
画
部
男
女
共

　
同
参
画
・
市
民
協
働
推
進
室

　
　
３
５
‐
２
１
５
８

　
　障
が
い
者
総
合
相
談
会   

　
　
　
　

　
障
が
い
の
あ
る
方
や
そ
の
ご
家
族

の
、
悩
み
ご
と
や
困
り
ご
と
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。
専
門
の
相
談
員
に
相

談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。

◆
日
時
／
平
成
25
年
１
月
10
日(

木)

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◆
場
所
／
Ｙ
（
わ
い
わ
い
）
ぷ
ら
ざ

　
※
事
前
に
相
談
内
容
を
お
知
ら
せ

　
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ
／
横
手
市
自
立
支
援
協
議

　
会
（
市
健
康
福
祉
部
社
会
福
祉
課

　
内
）
　
３
５
‐
２
１
３
２

　
　フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

　
　タ
ー『
サ
ポ
ー
ト
会
員
講
習
会
』

　
託
児
援
助
を
行
い
た
い
方
を
対
象

に
、
保
育
士
か
ら
幼
児
期
の
遊
び
の

実
技
や
、
注
意
す
る
こ
と
な
ど
に
つ

い
て
学
び
ま
す
。

◆
日
時
／
12
月
27
日(

木)

午
前
10
時

　
〜
正
午
※
受
付
午
前
９
時
40
分
〜

◆
場
所
／
Ｙ
（
わ
い
わ
い
）
ぷ
ら
ざ

◆
受
講
料
／
無
料
※
託
児
要
申
込
み

◆
申
込
期
限
／
12
月
20
日(

木)

◆
問
合
せ
／
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

　
ト
セ
ン
タ
ー
本
部

　
　
３
５
‐
７
２
１
１
　

　
　認
知
症
介
護
者
家
族
会

　
　『友
思
美
の
会
』の
お
知
ら
せ

　認
知
症
の
家
族
を
抱
え
、
ひ
と
り

で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
定
期
的
に

集
い
、
同
じ
悩
み
を
抱
え
る
仲
間
を

見
つ
け
、
一
緒
に
話
し
て
み
ま
せ
ん

か
。『
友
思
美
の
会
』は
、市
の
東
部
・

西
部
・
南
部
地
域
で
毎
月
第
４
金
曜

日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時
／
12
月
28
日（
金
）午
前
10
時

　
〜
正
午

◆
場
所
／【
東
部
地
区
】あ
さ
く
ら
館
、

　【
西
部
地
区
】大
森
町
高
齢
者
等
保

　
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、【
南
部
地
区
】

　
十
文
字
ふ
れ
あ
い
館

◆
問
合
せ
／
市
健
康
福
祉
部
地
域
包

　
括
支
援
セ
ン
タ
ー
東
部
　
３
５
‐

　
２
１
６
０
、
西
部
　
３
５
‐
２
１

　
３
５
、
南
部
　
３
５
‐
２
１
７
７

　
　平
鹿
創
作
館
ま
つ
り

　
　

　創
作
館
で
活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
、
り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス
や
お

菓
子
な
ど
の
食
品
、
し
め
飾
り
な
ど

の
民
芸
品
や
浅
舞
絞
り
の
ハ
ン
カ
チ

な
ど
を
販
売
し
ま
す
。
辻
田
与
五
郎

氏
に
よ
る
楽
し
い
『
血
液
型
漫
談
』

も
あ
り
ま
す
。

◆
日
時
／
12
月
21
日（
金
）午
前
10
時

　
〜
午
後
３
時

◆
場
所
／
平
鹿
農
家
高
齢
者
創
作
館

　（
醍
醐
郵
便
局
前
）

◆
問
合
せ
／
平
鹿
地
域
局
産
業
建
設

　
課
　
２
４
‐
１
１
１
８

　
　　

　
　第
15
回
市
民
俳
句
大
会

　
　雪
を
う
た
っ
て
み
ま
せ
ん
か

　
雪
へ
の
想
い
を
十
七
音
に
ま
と
め

て
み
ま
せ
ん
か
。
横
手
の
雪
の
う
た

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
応
募
資
格
／
市
内
在
住
の
方
、
市

　
出
身
の
方
、
市
内
に
通
勤
・
通
学

　
し
て
い
る
方
（
未
発
表
句
で
一
人

　
一
句
ま
で
応
募
可)

◆
応
募
方
法
／
各
地
域
の
生
涯
学
習

　
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
に
備
え
付
け

　
の
投
句
用
紙
で
応
募
し
て
く
だ
さ

　
い
。用
紙
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
ペ

　
ー
ジ
番
号
０
０
０
０
０
７
８
６
８
）

　
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
応
募
期
限
／
平
成
25
年
１
月
17
日

　(

木)

必
着

◆
投
句
先
・
問
合
せ
／
横
手
中
央
公

　
民
館
（
横
手
市
本
町
３
‐
30)

  

　
３
２
‐
３
１
３
７

　
　朝
倉
公
民
館
主
催
講
座

　
　『普
通
救
命
講
習
』

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
心
肺
蘇
生
法
な

ど
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時
／
平
成
25
年
１
月
18
日（
金
）

　
午
前
９
時
〜
正
午

◆
場
所
／
あ
さ
く
ら
館

◆
定
員
／
先
着
10
人

◆
参
加
費
／
無
料

◆
申
込
期
限
／
平
成
25
年
１
月
７
日

　（
月
）

◆
問
合
せ
／
朝
倉
公
民
館

　
　
３
５
‐
２
１
３
８

　
　横
手
市
雇
用
創
出
協
議
会

　
　各
種
キ
ャ
リ
ア
相
談

　就
職
・
転
職
や
進
路
・
進
学
、
起

業
・
創
業
、
新
商
品
開
発
や
販
路
拡

大
な
ど
に
つ
い
て
幅
広
く
相
談
を
お

受
け
し
ま
す
。
相
談
す
る
内
容
な
ど

を
事
前
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◆
費
用
／
無
料

◆
問
合
せ
／
横
手
市
雇
用
創
出
協
議

　
会
事
務
局
（
市
産
業
経
済
部
商
工

　
労
働
課
内
）
　
３
３
‐
３
８
９
９

　
　県
果
樹
試
験
場

　
　研
究
成
果
発
表
会

　

　
県
果
樹
試
験
場
の
研
究
成
果
を
発

表
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
平
成
25
年
１
月
16
日（
水
）

　
午
後
１
時
〜
３
時
30
分

◆
場
所
／
県
果
樹
試
験
場(

平
鹿
町)

◆
内
容
／【
最
近
の
研
究
成
果
か
ら
】

　
①
ラ
ズ
ベ
リ
ー
栽
培
に
お
け
る
害

　
虫
防
除
法
②
や
た
か
の
つ
る
割
れ

　
防
止
の
た
め
の
植
物
調
節
剤
利
用

　
法
③
り
ん
ご
園
で
の
生
物
多
様
性

　
の
指
標
に
つ
い
て
、【
定
植
苗
木
・

　若
木
の
管
理
技
術
】凍
害
防
止
と
キ

　
ク
イ
ム
シ
類
防
除

◆
問
合
せ
／
県
果
樹
試
験
場

　
　
２
５
‐
４
２
２
４

 

情報情報
informationinformation

お
知

ら
せ

講
　座
講

　座

美術館の眼Ⅵ～前期～美術館の眼Ⅵ～前期～

　　

講
　座
講

　座
講

　座
講

　座

募
　集

2

募
　集

催
　し

講
　座
講

　座

お
知

ら
せ

2

　
　中
学
生
科
学
教
室

　
　『カ
ラ
フ
ル
・
ケ
ミ
ス
ト
リ
ー
』

　
実
験
で
蛍
光
イ
ン
ク
を
作
り
、
化

学
反
応
を
楽
し
み
ま
す
。
色
と
光
の

不
思
議
な
世
界
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
１
月
８
日（
火
）午
後
１
時

　
〜
２
時
30
分

◆
場
所
／
県
立
横
手
高
等
学
校
『
青

　
雲
館
』(

横
手
市
前
郷
二
番
町)

◆
参
加
費
／
無
料

◆
講
師
／
秋
田
大
学
大
学
院
工
学
資

　
源
学
研
究
科
・
井
上
幸
彦
講
師

◆
定
員
／
20
人

◆
申
込
み
／
秋
田
大
学
横
手
分
校

　
　
３
８
‐
８
３
０
４

　
　県
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
農
村

　
　起
業
家
研
修
受
講
者
募
集

　
直
売
や
加
工
に
必
要
な
技
術
や
知

識
に
関
す
る
研
修
を
行
い
ま
す
。

【
①
加
工
技
術
習
得
〜
ハ
タ
ハ
タ
寿

司
の
作
り
方
〜
】

◆
日
時
／
平
成
25
年
１
月
24
日（
木
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

【
②
加
工
技
術
習
得
〜
巻
き
寿
司
の

作
り
方
〜
】　

◆
日
時
／
平
成
25
年
１
月
31
日（
木
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

《
共
通
事
項
》

◆
場
所
／
県
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー(

大

　
潟
村
）

◆
参
加
費
／
１
，５
０
０
円

◆
定
員
／
20
人

◆
申
込
み
／
県
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　
０
１
８
５
‐
４
５
‐
３
１
１
３

　
　福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
苦
情
解
決

　
　を
お
手
伝
い
し
ま
す

　
「
事
前
に
聞
い
て
い
た
内
容
と
違

う
」「
詳
し
く
説
明
し
て
く
れ
な
い
」

「
職
員
に
い
や
な
こ
と
を
言
わ
れ
た
」

な
ど
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
不
満
や
要

望
を
、
利
用
し
て
い
る
事
業
所
に
話

し
に
く
い
場
合
や
、
話
し
合
っ
て
も

な
か
な
か
解
決
し
な
い
場
合
な
ど
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
相
談
時
間
／
平
日
の
午
前
８
時
30

　
分
〜
午
後
５
時

◆
相
談
先
／
秋
田
県
福
祉
サ
ー
ビ
ス

　
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
秋
田
県
運

　
営
適
正
化
委
員
会
）

　
　
０
１
８
‐
８
６
４
‐
２
７
２
６

　
　多
重
債
務
無
料
相
談
窓
口

　
　

　
東
北
財
務
局
秋
田
財
務
事
務
所
で

は
、
借
金
の
返
済
で
お
悩
み
の
方
々

の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
日
時
／
平
日
の
午
前
８
時
30

　
分
〜
午
後
５
時
15
分

◆
場
所
／
東
北
財
務
局
秋
田
財
務
事

　
務
所
（
秋
田
市
山
王
）

◆
専
用
電
話
／

　
　
０
１
８
‐
８
６
２
‐
４
１
９
６

　
　障
が
い
者
の
法
定
雇
用
率
が

　
　引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

　
『
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関

す
る
法
律
』
で
は
、
事
業
主
に
対
し

て
、
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
に
占
め

る
身
体
・
知
的
障
が
い
者
の
割
合
が

一
定
以
上
と
な
る
よ
う
定
め
て
い
ま

す
。
平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
、
障

が
い
者
の
法
定
雇
用
率
が
、
民
間
企

業
は
２
・
０
％
（
現
行
１
・
８
％
）
、

国
・
地
方
公
共
団
体
等
は
２
・
３
％

（
現
行
２
・
１
％
）に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◆
対
象
／
従
業
員
50
人
以
上
の
事
業

　
所
（
現
行
56
人
以
上
）

◆
問
合
せ
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
横
手

　
　
３
２
‐
１
１
６
５

　
　大
曲
技
術
専
門
校

　
　ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

　お
勤
め
し
て
い
る
方
が
対
象
で
す
。

【
①
ア
ー
ク
溶
接
特
別
教
育
】

◆
期
日
／
平
成
25
年
１
月
８
日（
火
）

　
〜
10
日（
木
）

【
②
Ｊ
Ｗ-

Ｃ
Ａ
Ｄ
に
よ
る
配
線
図

作
成（
電
気
系
）】

◆
期
日
／
平
成
25
年
１
月
23
日（
水
）・

　
24
日（
木
）

【
③
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
講
習（
Ｈ
Ｔ
Ｍ

Ｌ
編
）】

◆
期
日
／
平
成
25
年
１
月
24
日（
木
）・

　
25
日（
金
）

【
④
技
能
検
定
建
築
大
工
１
級
学
科
試

験
準
備
講
習
】

◆
期
日
／
平
成
25
年
１
月
24
日（
木
）・

　
25
日（
金
）

《
共
通
事
項
》

◆
場
所
／
大
曲
技
術
専
門
校

◆
時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆
定
員
／
10
人
※
①
15
人

◆
受
講
料
／
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

◆
問
合
せ
／
大
曲
技
術
専
門
校

　
　
０
１
８
７
‐
６
２
‐
６
３
２
１

　
　自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

　
　

【
予
備
自
衛
官
補(

一
般
・
技
能
）】

◆
受
付
期
間
／
平
成
25
年
１
月
11
日

　(

金)

〜
４
月
４
日（
木
）

◆
受
験
資
格
／
〔
一
般
〕
18
歳
以
上

　
34
歳
未
満
の
方
、
〔
技
能
〕
18
歳

　
以
上
で
保
有
す
る
技
能
に
応
じ
53

　
〜
55
歳
未
満

◆
試
験
日
／
平
成
25
年
４
月
13
日(

土)

　
〜
16
日(

火)

の
う
ち
１
日
※
詳
細

　
は
受
付
後
指
定

◆
問
合
せ
／
自
衛
隊
横
手
地
域
事
務

　
所
　
３
２
‐
３
９
２
０

　
　60
歳
支
給
開
始
の

　
　つ
な
ぎ
年
金
も
あ
り
ま
す

　
国
民
年
金
基
金
は
、
老
齢
基
礎
年

金
の
上
積
み
年
金
と
し
て
給
付
を
行

う
、
公
的
な
年
金
で
す
。
掛
金
は
全

額『
社
会
保
険
料
控
除
』の
対
象
と
な

り
、
受
け
取
る
年
金
に
も
『
公
的
年

金
等
控
除
』
が
あ
る
な
ど
、
税
制
面

で
も
優
遇
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
次
の
３
つ
の
条
件
を
満
た
す
方
が

加
入
で
き
ま
す
。

①
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
で
、

　
保
険
料
を
納
め
て
い
る
方

②
県
内
に
住
所
の
あ
る
方

③
20
歳
〜
60
歳
未
満
の
方

◆
問
合
せ
／
秋
田
県
国
民
年
金
基
金

　
　
０
１
２
０
‐
６
５
‐
４
１
９
２

 

横手市立病院 第19回白衣のコンサート横手市立病院 第19回白衣のコンサート

講
　座
講

　座

お
知

ら
せ

　入院患者や来院された方、地域の皆さんに向けた
クリスマスコンサートを開催します。お誘い合わせ
のうえぜひお越しください。
◆日時／12月23日(日)15:00～15:45
◆場所／市立横手病院　１階外来待合ホール
◆内容／ハンドベル演奏、ストリートダンスパフォー
　マンス、職員による合唱
◆問合せ／市立横手病院　32-5001

お
知

ら
せ

催
　し

県立近代美術館
企画展

県立近代美術館
企画展 1 0年間の収集記録2 0 0 4 - 2 0 1 31 0年間の収集記録2 0 0 4 - 2 0 1 3

　寺崎廣業や玉村方久斗など新たに収蔵された数々
の名作をご覧ください。今回は、平成16年から20年ま
で収蔵された250点あまりの作品の中から、日本画・
洋画を中心に前期分の作品を展示します。※観覧無料
◆展示期間／平成25年２月３日まで※12月29日～31日
　および平成25年１月15日～24日は休館
◆開館時間／9:30～17:00※入館は16:30まで
◆問合せ／県立近代美術館　33-8855

相
　談

相
　談

音楽で楽しいクリスマスを！音楽で楽しいクリスマスを！

相
　談

講
　座
講

　座

募
　集

2

と

も

し

び

ヨ

イ

ク

ニ

ロ
ー
ゴ
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地域からのお知らせ

　　

 
コミュニティハウス『ね・ま～れ』各種作品展
【絵葉書教室 作品展】●期間／12月20日（木）まで開催中
【ね・ま～れ2012 ありがとうホットクリスマス合同作品展】
●期間／12月23日（日）まで開催中。手作りの心あたたま
る作品をご覧ください。
〈共通事項〉●時間／午前10時～午後５時※最終日は午後
３時まで  ●入場料／無料  ●休館日／毎週火曜日　●
場所・問合せ／ね・ま～れ（十文字駅前通り） 　42-5320
　
生花アレンジ体験『クリスマスバージョン』
●日時／12月20日（木）、①午前10時45分～②午後１時30
分～　●場所／女性センター　●参加費／2,800円（材料
代）  ●申込み／フラワーサークル 花のん 藤王さん 　
090-7064-5602
　　　
『ディンプルアート作品展示会 in 横手市こうじ庵』
　車のリサイクルから生まれた〝超透明不思議絵の具〟
を使った、新感覚のアート作品展です。
●期間／12月21日(金)～23日（日）、午前９時～午後５時
※21日は正午から、23日は午後３時まで　●場所／こう
じ庵（鍛冶町） ●入場料／無料 ●問合せ／一戸（いちのへ）
さん 　090-9424-2852
　
『気まぐれ弾き語りコンサート♪　Vol.４』
　懐かしのフォークソングをお楽しみください。
●日時／12月24日(月)、①午後２時～②午後６時～ ●場
所／Ｙ2（わいわい）ぷらざ ●入場料／無料  ●演奏曲／
さだまさしメドレー他 ●問合せ／ごやさん 　090-6629-0089
　
『2012クリスマスキャンドルサービス』
　キャンドルの炎と賛美歌で、静かにクリスマスを迎え
てみませんか。どなたでも自由に参加できます。
●日時／12月24日(月)午後７時～８時　●場所・問合せ
／十文字教会（こひつじ幼稚園隣り） 齋藤さん 　42-3852
　
南の館『月例市民将棋大会』
●日時／１月４日(金)午前10時～ ●場所／十文字Ｂ＆Ｇ
海洋センター ●参加費／一般1,200円、高校生以下800円（昼
食、賞品、参加賞付） ●問合せ／佐藤さん 　090-3365-2720
　　　　　　
『ヤミャトクラブ』～病気に負けない心のケア～
　お風呂に入り楽しく語り合いましょう。
●日時／１月５日(土)午前10時～午後３時 ●場所／南部
シルバーエリア　●参加費／600円（休憩・入浴代）※昼食
代別　●問合せ／平元さん 　090-7336-1499

献血日程
種類

12月20日(木)
横　手

12月21日(金)
山　内

全血

成分

全血１月４日(金)
横　手

月日・地域 実　施　場　所

西東北日野自動車㈱横手支店
住友生命保険秋田支社県南分館

東日本高速道路㈱東北支社
横手管理事務所

東北農政局平鹿平野農業水利事業所

横手市役所山内庁舎

イオンスーパーセンター
横手南店

受付時間
 9：45～10：30

13：15～14：00
11：00～11：45

14：45～15：30

13：00～15：00
10：00～11：40
13：00～15：40

10：00～11：00

いどばたプラザいどばたプラザ
　「いどばたプラザ」は、市民団体やＮＰＯなどからのお知らせを掲載
するコーナーです。掲載を希望する場合は、発行日の15日前までに内
容がわかるものを市長公室広報担当（連絡先は最終ページに掲載）にお
寄せください。ただし、１月15日号は12月21日（金）となりますので、
あらかじめご了承ください。掲載した内容は、市ホームページのイベ
ントカレンダーにも掲載しています。

          

Ｙ2（わいわい）ぷらざ
　12月17～19日
横手図書館
　12月19・26・29～1月4日
増田図書館
　12月17・25・29～1月4日
平鹿図書館
　12月18・25・29～1月4日
雄物川図書館
　12月19・26・29～1月4日
大森図書館
　12月18・25・29～1月4日
十文字図書館
　12月19・26・29～1月4日
山内図書館
　12月15・16・22～24・29～1月3日
大雄図書館
　12月16・17・20・23・24・27・29～
　1月3日

雄物川資料館
　12月17・25・29～1月3日
ゆっぷる　 12月19日
ゆとり館　 12月18・25・31・1月1日
えがおの丘 12月17・25日
大森健康温泉
　12月17・25・30～1月2日
ゆとりおん大雄　12月20日
健康の駅トレーニングセンター
　東   部  12月17～19・23・24・26・
　　　　　 29～1月3日
　西・南部　12月15・16・22～24・26
　　　　　 （26日は午後休館）・
　　　　　 29～1月3日
子どもと老人のふれあいセンター
　12月17・25・31～1月3日
南部シルバーエリア
　12月25・31・1月1日
　プール   12月25・29～1月3日

ご利用前にご確認ください休館日

増田町診療所（耳鼻咽喉科）
　12月19・26日（毎週水曜）
　／14：00～15：30
えがおの丘診療所（整形外科）
　12月19・26日（毎週水曜）
　／14：30～16：00
大沢診療所（内科）
　12月25日（火）
　／13：30～15：00

三又へき地診療所（内科）
　12月18・25日（毎週火曜）
　／13：30～16：30
上平野沢へき地診療所（内科）
　12月20・27日（木）、1月4日（金）
　吉谷地／13：00～15：00
　山内武道／15：10～17：00

ご利用前にご確認ください

　
　
ス
キ
ー
教
室
の

　
　
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
！

【
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー
教
室
】

◆
日
時
／
平
成
25
年
１
月
５
日（
土
）・

　
６
日(
日)
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

◆
対
象
／
小
・
中
学
生

◆
定
員
／
先
着
40
人

◆
参
加
費
／
１
日
５
０
０
円
（
保
険

　
料
含
む
）

◆
申
込
期
限
／
12
月
27
日（
木
）

【
ス
キ
ー
教
室
】

◆
日
時
／
平
成
25
年
１
月
10
日（
木
）

　
〜
２
月
28
日(

木)

の
毎
週
木
曜
日

　
午
前
10
時
〜
正
午（
全
８
回
）

◆
対
象
／
一
般
男
女(

初
心
者
除
く)

◆
費
用
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
よ
こ
て
ス
ポ
ー

　
ツ
ク
ラ
ブ
入
会
金
１
，
５
０
０
円

　
の
ほ
か
、
１
日
に
つ
き
３
０
０
円

◆
申
込
期
限
／
平
成
25
年
１
月
８
日

　（
火
）

《
共
通
事
項
》

◆
場
所
／
横
手
公
園
ス
キ
ー
場

◆
申
込
み
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
よ
こ
て
ス

　
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ  

３
３
‐
２
１
０
２  

　
　
歩
行
型
除
雪
機
械
の
事
故
を

　
　
未
然
に
防
止
し
ま
し
ょ
う
！

　
毎
年
、
冬
期
間
に
除
雪
機
に
よ
る

事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
除
雪
機

は
使
用
者
の
責
任
に
お
い
て
、
正
し

く
、
安
全
に
作
業
し
て
く
だ
さ
い
。

《
次
の
点
に
は
特
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
》　①

周
り
に
人
を
近
づ
け
な
い

　②
雪
が
詰
ま
っ
た
ら
エ
ン
ジ
ン
を

　
　止
め
て
、
棒
な
ど
を
使
っ
て
雪

　
　を
取
り
除
く

　③
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
た
ま
ま
離
れ

　
　な
い

　④
バ
ッ
ク
す
る
際
は
足
元
を
確
認

　
　す
る

◆
問
合
せ
／
社
団
法
人
日
本
農
業
機

　
械
工
業
会(

除
雪
機
安
全
協
議
会)

　
　
０
３
‐
３
４
３
３
‐
０
４
１
５

　
　『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
海
外
た
す
け
あ
い
』

　
　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
日
本
赤
十
字
社
・
日
本
放
送
協
会
・

Ｎ
Ｈ
Ｋ
厚
生
文
化
事
業
団
主
催
の
Ｎ

Ｈ
Ｋ
海
外
た
す
け
あ
い
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
が
、
今
年
も
12
月
１
日
か
ら
25
日

ま
で
の
間
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
紛

争
や
災
害
、
飢
餓
や
疾
病
に
苦
し
む

人
々
へ
の
あ
た
た
か
い
支
援
を
お
願

い
し
ま
す
。

◆
受
付
窓
口
／
郵
便
局
、
取
り
扱
い

　
表
示
の
あ
る
金
融
機
関
、
農
協
、

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
秋
田
放
送
局
、
日
本
赤
十

　
字
社
秋
田
県
支
部
、
秋
田
赤
十
字

　
病
院
等

　
　『
放
送
大
学
』学
生
募
集

　
　

　
放
送
大
学
で
は
平
成
25
年
度
第
１

学
期
生（
教
養
学
部
生
・
大
学
院
生
）

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
放
送
大
学
は

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
授
業
を
行
う
通
信
制
の
正
規
の

大
学
で
す
。
１
科
目
か
ら
で
も
学
べ
、

入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
募
集
期
限
／
平
成
25
年
２
月
28
日

　（
木
）

◆
問
合
せ
／
放
送
大
学
秋
田
学
習
セ

　
ン
タ
ー

　
　
０
１
８
‐
８
３
１
‐
１
９
９
７

　
　『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
』生
徒
募
集

　
　

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
通
信
制
高
等
学

校
『
普
通
科（
３
年
制
）』
の
生
徒
を

募
集
し
ま
す
。
無
料
の
案
内
書
を
請

求
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
出
願
期
間
／【
普
通
科
推
薦
】平
成

　
25
年
１
月
18
日
〜
24
日
、【
普
通
科

　一
般
】平
成
25
年
１
月
25
日
〜
４
月

　
30
日

◆
問
合
せ
／
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

　
　
０
４
２
‐
５
７
２
‐
３
１
５
１ 

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　http://www.n-gaku.jp

募
　集

講
　座
講

　座

募
　集

お
知

ら
せ

お
知

ら
せ



ケヤキ並木のイルミネーション点灯式 　
後三年合戦金沢柵公開講座  ～16日、市役所南庁舎
ウオーキングデー　9：00～、かまくら館サンルーム集合
第46回衆議院議員総選挙投票日
ちびっこわくわくフェスティバル　10：00～、Ｙ2ぷらざ
よこいち。『写真と街づくり』　10：00～、よこてイースト
秋田盆踊りサミットin増田　正午～、増田ふれあいプラザ
　急 平鹿総合病院（浅野医師、高橋医師）　32-5124
　急 小田嶋まさる内科（横手）　38-8951
　児 平鹿総合病院（石橋医師）　32-5124

　行 雄物川保健センター　10：00～12：00
　法 増田地区多目的研修センター
　　 　10：00～12：00、社協・増田福祉センター　45-4848
　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）

　法 横手地域局　13：00～15：00、市くらしの相談課　35-4099
　心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
　心 横手地域局

平鹿創作館まつり　10：00～、詳しくは12ページ
地域づくり講演会『秋田はみんな元気ムラ』
　　13：30～、市役所南庁舎
横手西中学校閉校式典　14：30～、同校体育館
　法 大森コミュニティセンター
　　 　10：00～12：00、社協・大森福祉センター　26-3274
　心 十文字町幸福会館
槻の木光のファンタジー点灯式　

　急 市立横手病院（松元医師）　32-5001
　急 澤口内科医院（横手）　56-6060
　児 平鹿総合病院（岡田医師）　32-5124
　急 山﨑医院分院（平鹿）　24-1181

　心 増田地区多目的研修センター

　人 市役所南庁舎　9：00～12：00／13：00～16：00
　心 雄物川コミュニティセンター
　心 大森コミュニティセンター

　法 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）
　　 　10：00～12：00、社協・山内福祉センター　53-3009
　心 社協・大雄福祉センター（ふれあい館）

　急 市立大森病院　26-2141
　急 下田内科消化器科医院（増田）　45-5800
　児 平鹿総合病院（石橋医師）　32-5124

比叡山神社大松明　
　急 山﨑医院（平鹿）　24-1009
　急 市立横手病院（松元医師）　32-5001

　急 熊谷医院（横手）　32-2163

横手市新春賀詞交歓会　詳しくは11ページ
　法 相談予約受付開始1月16日分　市くらしの相談課　35-4099
　心 十文字町幸福会館
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◆Ｙ2（わいわい）ぷらざ臨時休館：12月17日（月）～19（水）
  施設の予約・お問い合わせは、9：00から16：00の間、
　電話で受け付けします。 　32-2418

1月1日～3日の
□ 休日救急当
番医の診療時
間は、午前9時
～午後1時まで。
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12.15　1.512.15　1.5災害情報は「横手かまくらＦＭ」77.4ＭＨｚで災害情報は「横手かまくらＦＭ」77.4ＭＨｚで！！

【無料相談】 行…行政  法…法律（要予約）  人…人権 
      　　 心…心配ごと（9：30～12：00）問合せ／各地域社協・福祉センター
【救急医療】 急…休日救急当番医（9：00～12：00）
　　　　　　　 今月の第３日曜日は整形外科の医師も診察します。
　　　　　 児…日曜夜間小児救急外来（受付18：00～21：00）
【社会保険年金相談】 横手地域局１階相談窓口　32-2111（内線8529）
　・毎週月曜～木曜 10：00～12：00／13：00～15：00

心
法 人

急

児

行

木 3

月　17

土　22

日　16

土 5

金 4

日30
月31

土29

木　20

水 2
火 1  1/

水　19
火　18

  12/
土15

金28
木27
水26
火25
月　24

振替休日

元日

天皇誕生日
日　23

金　21

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

総数　 98,883人（-126） ／ 34,501世帯（-13）
　男　 46,887人（ -72）
　女　 51,996人（ -54）〔　　　　　　　　　　　　　　　　〕 ※11月末現在（前月末比）

横手市の人口横手市の人口

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

12月16日（日）「ドラえもん 新・のび太と鉄人兵団」【108分】
12月23日（日）「塔の上のラプンツェル」 　　　　 【101分】

無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）
◆上映時間／午後１時～　◆問合せ／　26-3880

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

【あかりフェスタ】よこてイーストにぎわいひろば 
 ◎期　間／2月17日（日）まで開催中、16：00～23：00
【おものがわイルミネーション】雄物川中央公園
 ◎期　間／1月下旬まで開催中、16：00～23：00
【ケヤキ並木のイルミネーション】大森庁舎前
 ◎期　間／12月15日（土）～1月14日（月）、17：00～23：00
　　　　 　※12/24、31は翌日2：00まで点灯
 ◎点灯式／12月15日（土）17：00～、大森庁舎前
【槻の木光のファンタジー】平鹿地域局そば
 ◎期　間／12月22日（土）～1月13日（日）、17：00～22：00
　 　　　　※12/24、31は翌日2：00まで点灯
 ◎点灯式／12月22日（土）17：00～、平鹿庁舎前駐車場
【安全・安心の灯】市役所北庁舎・消防本部
 ◎期　間／12月23日（日）～1月3日（木）、17：30～20：00
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比叡山神社大松明
■１月１日（火）

ひ　え い ざ ん お お た い ま つ

　『筏の大杉』で知られる比
叡山神社で、除夜の鐘が鳴
り終わる１月１日の午前０
時過ぎから大松明の祭典が
行われます。長さ５㍍の麻
殻を組み上げた２本の大松
明を立て、その燃え具合で
１年の吉凶を占います。
◆時　間／0：15～
◆場　所／比叡山神社境内（山内地域筏地区）
◆問合せ／筏大松明保存会 伊藤さん 　53-2359
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イルミネーション情報
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チャンピオンズカップ横手
東北中学校新人バスケットボール大会

■１月12日（土）～14日（月）
　東北６県から各県中学校
新人戦の上位入賞チームを
招待し、リーグ戦と順位決
定戦を行います。初日には、
市内の中学校チームとの交
流戦も開催されます。
◆入場料／無料
◆日程・場所／【交流ゲーム】
　12日（土）12：00～、横手・
　増田・雄物川・大森体育館
　【予選リーグ】13日（日）9：00～、
　男子／増田体育館、女子／横手体育館
　【決勝トーナメント】14日（月）9：00～、
　男女／増田体育館
◆問合せ／スポーツ振興課 　35-2173
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主な内容主な内容
●市政の窓（税についての作文表彰、受賞をたたえてほか）
……２～３　●市職員の給与……４～５　●市政情報便１
（除雪出動態勢ほか）……６～７　●まちの話題・ニュー
ス東西南北（市民ステージ祭ほか）……８～９　●市政情
報便２……10～11　●情報・いどばたプラザ……12～14

市報市報

あかりフェスタ『夜空を彩る天の川』（よこてイースト）あかりフェスタ『夜空を彩る天の川』（よこてイースト）

１_雄物川体育館で行われた開会式　２_秋田県男子チームの主将でエース・鈴木（鷹巣中）。201㌢の身長から打ち下ろ
す強烈なスパイクは大会注目の的 ３_準決勝で惜しくも敗れた秋田県女子チーム。拾ってつなぐバレーで観衆を沸か
せた　４・５_揃いのＴシャツでの応援を背に懸命のプレーで決勝戦を戦った秋田県チーム

　
12
月
１
・
２
日
の
２
日
間
、
初

開
催
と
な
る『
横
手
わ
か
杉
カ
ッ
プ

東
日
本
中
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
』

が
、
横
手
体
育
館
と
雄
物
川
体
育

館
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
高

校
の
選
抜
大
会『
横
手
わ
か
杉
カ
ッ

プ
』
を
主
催
し
て
き
た
市
が
、
さ

ら
に
Ｐ
Ｒ
を
図
る
た
め
に
開
催
し

た
も
の
で
、
東
日
本
の
道
県
か
ら

男
女
16
チ
ー
ム
が
横
手
に
集
い
ま

し
た
。
男
子
の
秋
田
県
チ
ー
ム
は
、

予
選
リ
ー
グ
を
無
敗
と
し
、
準
決

勝
で
宮
城
と
対
戦
。
第
１
セ
ッ
ト

を
奪
わ
れ
な
が
ら
も
逆
転
で
勝
利

し
、
決
勝
へ
と
進
み
ま
し
た
。
決

勝
で
は
、
新
潟
に
第
１
セ
ッ
ト
を

ジ
ュ
ー
ス
の
末
に
奪
わ
れ
、
そ
の

ま
ま
逆
転
な
ら
ず
敗
退
し
、
準
優

勝
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
女
子
の
秋
田
県
チ
ー
ム

も
、
予
選
１
位
で
準
決
勝
に
進
出
。

準
決
勝
は
岩
手
と
フ
ル
セ
ッ
ト
の

接
戦
を
展
開
し
た
も
の
の
惜
敗
し

３
位
決
定
戦
に
ま
わ
り
ま
し
た
。

決
定
戦
で
は
、
予
選
で
勝
利
し
た

栃
木
と
対
戦
し
ま
し
た
が
、
惜
し

く
も
敗
れ
４
位
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
来
年
１
月
12
〜
14
日

に
か
け
て
、
東
北
の
中
学
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
の
各
県
優
勝
校
を
招

い
て
、『
第
一
回
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ズ

カ
ッ
プ
横
手
・
東
北
中
学
校
新
人

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
』
を
開

催
し
、『
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
横
手
』

を
県
内
外
に
広
め
て
い
き
ま
す
。

横
手
わ
か
杉
カ
ッ
プ
東
日
本
中
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

初
代
王
者
を
目
指
し
熱
戦
を
展
開

１１

２２

３３

４４

５５


